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令和５年度 北海道中学校体育大会 
第５４回北海道中学校陸上競技大会開催要項 
第５０回全日本中学校陸上競技選手権大会標準記録突破指定大会 

 

１ 主  催  （一財）北海道陸上競技協会・北海道中学校体育連盟・北海道教育委員会 

釧路市教育委員会 

２ 主  管  釧路地方陸上競技協会・釧路地区中学校体育連盟 

３ 後  援  北海道・釧路市・北海道都市教育委員会連絡協議会・北海道町村教育委員会連合会 

北海道中学校長会・釧路市中学校長会・(公財)北海道スポーツ協会 

釧路市スポーツ協会・北海道ＰＴＡ連合会・札幌市ＰＴＡ協議会・北海道新聞社 

４ 会  期  令和５年７月２５日（火）・２６日（水）・２７日（木） 

５ 会  場 （１）競   技 釧路市民陸上競技場 

 〒０８５－００６４ 釧路市広里 13 番地 TEL 0154-37-7722 

（２）専門委員長会議 ７月２４日（月）１５：００～  

（３）開 始 式 ７月２５日（火）１０：００～ 釧路市民陸上競技場 

（４）閉会宣言  ７月２７日（木）１３：００～ 釧路市民陸上競技場 

６ 競技種目 （１）男 子（１３種目） 

１００ｍ ２００ｍ ４００ｍ ８００ｍ １５００ｍ ３０００ｍ １１０ｍＨ 

４×１００ｍＲ（学校単独１チーム） 走高跳 棒高跳 走幅跳 砲丸投（5.0kg） 

四種競技（１日目 ①１１０ｍＨ ②砲丸投（4.0㎏）:２日目 ③走高跳 ④４００ｍ） 

（２）女 子（１０種目） 

１００ｍ ２００ｍ ８００ｍ １５００ｍ １００ｍＨ 

４×１００ｍＲ（学校単独１チーム） 走高跳 走幅跳 砲丸投（2.721kg） 

四種競技（１日目 ①１００ｍＨ ②走高跳:２日目 ③砲丸投（2.721kg）④２００ｍ） 

７ 日  程 

7:30  8:00  9:30   10:00   12:00  13:00   15：00   16:00  17:00 

２４日（月）  
受 付・ 

公開練習 

 

専門委員長会議 

第１日目 

２５日（火） 

受付 公開練習 

    開始式 
競  技  会  

第２日目 

２６日（水） 
受付 公開練習 競  技  会 

第３日目 

２７日（木） 

受 付 

公開練習 
競  技  会 閉会宣言 

８ 参加資格 

（１）北海道中学校体育連盟に加盟する中学校・中等教育学校・義務教育学校に在籍する生徒で、北海道

中学校体育大会への出場資格を得、当該学校長及び当該地区中体連会長が出場を認めた生徒とする。 

（２）年齢は、平成２０年４月２日以降に生まれた者に限る。 

（３）前項以外の生徒が参加を希望する場合は、令和５年６月３０日までに、北海道中学校体育連盟に申

し出ること。 

（４）北海道中学校体育大会に学校教育法第１３４条の各種学校(第１条に掲げるもの以外）と地域スポー

ツ団体等の参加を認める。但し、詳細については北海道中学校体育大会開催基準及び後述の（11）

による。 

（５）地区中学校陸上競技大会（２１地区中体連）において１位および別記の標準記録を突破した生徒。 

（６）全日本中学校通信陸上競技大会北海道大会（10会場）と道南地区全道大会標準記録突破大会（仮称） 

で別記の標準記録を突破した生徒。 

（７）参加生徒の引率者及び監督は、当該学校の校長・教員・部活動指導員とする。ただし、外部指導者

の引率及び監督業務の遂行が認められている札幌市は、その限りではない。 
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（８）監督・引率者は、部活動の指導中の暴力等により、任命権者又は学校設置者から懲戒処分を受けて

いない者であること。外部指導者（コーチ）は校長から暴力等による指導措置が無いこと。 

（９）外部指導者（コーチ）は校長が認めた者で、北海道中学校体育連盟に登録された者とする。 

（10）参加者は、開催要項に掲げる個人情報の取り扱いについて了承するものとする。 

（11）地域スポーツ団体等に所属する中学生 

  ① 地域スポーツ団体等に所属し、北海道中学校体育連盟の各地区予選会に参加を認められた生徒で 

あること。 

  ② 北海道中学校体育大会に参加を希望する地域スポーツ団体等は以下の条件を具備すること。 

   Ａ 北海道中学校体育大会の参加を認める条件 

ア 北海道中学校体育連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、それを尊重すること。 

    イ 生徒の年齢及び修業年限が我が国の中学校と一致している（中学校に在籍している生徒であ 

ること）。 

   ウ 地域スポーツ団体等にあっては、日常継続的に代表者もしくは指導資格を有する指導者の指 

導のもとに、適切に行われていること。 

    エ 『学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン』（令和４

年 12 月スポーツ庁発出）の「２ 合理的でかつ効率的・効果的な活動の推進、３ 適切な休

業日等の設定」を遵守していること。 

    オ 各地区中学校体育連盟に加盟もしくは認定されていること。かつ、各地区競技団体に登録し 

ていること。 

    カ 北海道における予選会となる全ての大会において、競技役員や審判など運営上必要な事項に 

協力すること。 

    キ 地域スポーツ団体等で全国中学校体育大会につながる大会に参加する場合、在籍中学校での 

大会参加は認めない。その逆も同様である。 

   Ｂ 北海道中学校体育大会に参加した場合に守るべき条件 

    ア 北海道中学校体育大会開催基準を守り、出場する競技種目の大会申し合わせ事項などに従う 

とともに、大会の円滑な運営に協力すること。 

    イ 北海道中学校体育大会参加に際して、地域スポーツ団体等においては、責任有る代表者・指 

導者が生徒を引率すること。また、万一の事故発生に備え、傷害保険などに加入するなどし 

て、万全の事故対策を立てておくこと。 

    ウ 北海道中学校体育大会への参加に要する経費については、必要に応じて、応分の負担をする 

こと。 

    エ 団体競技における地域スポーツ団体名での出場は 1チームのみとする（複数のチームの参加 

はできない）。 

   Ｃ 参加を認めない場合 

    ア 北海道中学校体育大会の参加申込に際して、参加条件に虚偽の内容が判明した場合は参加を 

認めない。 

  ③ 北海道中学校陸上競技大会参加の特例細則 

在籍している学校の所属、または日本陸上競技連盟に登録している団体（地域スポーツ団体等） 

の所属のいずれかで参加できる。いずれの場合も、地区予選会（地区中学校陸上競技大会及び 

全日本中学校通信陸上競技大会北海道大会及び道南地区全道大会標準記録突破大会（仮称））に 

は、在籍している学校が所在する市町村より参加する。リレーは、登録メンバーが同一学校に 

在籍している場合に限り、団体（地域スポーツ団体名等）の所属で参加することができる。複 

数の種目（リレーを含む）に出場する場合、種目によって異なる所属から出場することはでき 

ない。 
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９ 参加標準記録（追い風参考記録も対象とする） 

男 子（１３種目） 女 子（１０種目） 

種 目 写真判定 
手動 

種 目 写真判定 
手動 

全天候 ｼﾝﾀﾞｰ 全天候 ｼﾝﾀﾞｰ 

１００ｍ １１“８０ １１“６ １１“８ １００ｍ １３“３０ １３“１ １３“３ 

２００ｍ ２４“４０ ２４“２ ２４“４ ２００ｍ  ２８“１０ ２７“９ ２８“１ 

４００ｍ ５６“４５ ５６“４ ５６“８ － － － － 

８００ｍ  ２‘１３“００ 2’14”0 ８００ｍ ２‘３２“００ 2’33”0 

１５００ｍ  ４‘３３“５０ 4’37”0 １５００ｍ  ５‘１７“００ 5’20”0 

３０００ｍ ９‘５７“５０ 10’03”0 － － － － 

１１０ｍＨ  １７“８４ １７“６ １７“７ １００ｍＨ  １７“１０ １７“０ １７“４ 

走高跳 １ｍ６１ １ｍ５６ 走高跳 １ｍ４０ １ｍ３５ 

棒高跳 ２ｍ６０ ２ｍ５０    

走幅跳 ５ｍ７０ ５ｍ６０ 走幅跳 ４ｍ６５ ４ｍ５５ 

砲丸投 １０ｍ３０ 10m30 砲丸投 ９ｍ５０ 9m50 

四種競技 １，７５０点 1,600点 四種競技 １，８７５点 1,750点 

4×100mR ４７“７０ ４７“６ ４８“０ 4×100mR ５４“００ ５３“９ ５４“３ 

 

※ 四種競技の個々の記録が標準記録を突破していても、個々の種目に出場することはできない。 

※ ハードルの規格と投てき物の重量は、次の通りとする。 

 

  ハードル                  投てき物 

性別 高さ ハードル間  性別 種目 重量 

男子 0.914m 9.14m  
男子 

砲丸投 5.000㎏ 

女子 0.762m 8.00m  四種競技 4.000㎏ 

    
女子 

砲丸投 2.721㎏ 

    四種競技 2.721㎏ 

 

10 競技規則 

２０２３年(公財)日本陸上競技連盟競技規則及び本大会開催要項及び申し合わせ事項による。 

11 競技方法 

（１）学校対抗とせず、個人選手権とする。 

（２）予選・準決勝・決勝の組み合わせ抽選は、主管団体で行う。 

（３）１人の出場種目は、リレーを除き２種目とする。但し、２種目に参加する者は２種目とも参加資

格の項目にあてはまる者に限る。 

（４）リレーチームは、単一学校の生徒で編成され、男女ともそれぞれ１チームとする。 

12 参 加 料 

（１）個人種目  １種目  ２，０００円   ２種目  ３，０００円 

（２）リレー   １チーム ７，０００円 

13 アスリートビブス 

１組５００円を申込人数分、参加料と同時に納入のこと（リレーのみの選手も含む）。 

14 表  彰 

（１）入賞者は各種目８位までとし、賞状を授与する。 

（但し、リレーの４位以下は賞状１枚とし個人には授与しない）。 

（２）各種目３位までの入賞者全員にメダルを授与する。 

（３）リレー優勝校には、優勝杯を授与する（持ち回り）。 
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15 申込方法 

（１）各中学校は、所定の用紙（参加申込書，四種競技申込個票）に記入したものを１部作成し、参加

料（含アスリートビブス代）、その他必要な書類を添えて、各地区中体連事務局に申し込むこと。 

あわせて、各中学校は北海道中体連陸上競技専門委員会ＨＰ(http://hokkaido-rikkyo.jp/do/)

または釧路地方陸上競技協会ＨＰ(http://kushirorikujo.com/index.html）より参加申込書をダウ

ンロードし、各地区中体連事務局にデータを送付すること。 

（２）各地区中体連事務局は、地区陸上競技専門委員長の立ち会いのもとに、申込書及び参加料を確認

の上、総括申込書・種目別参加者一覧表・送金内訳表、派遣審判報告用紙を作成し、下記の大会

事務局に申し込むこと。 

また、各中学校より送付されたデータを集約し、下記の申込先に E-mail にて送付すること。 

なお、参加料（含むナンバーカード代）については下記振込先に振り込むこと。 

（３）申込期日 令和５年７月５日（水）正午までに必着のこと。 

       申込データは、７月４日（火）１６：００迄に送信すること。 

（４）申込先：大会事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16 宿  泊 別紙により紹介する。詳しくは「トップツアー」作成の宿泊要項による。 

 

17 そ の 他 

（１）地区中体連事務局（地区中体連陸上競技専門委員長）が作成し、提出するもの 

①四種競技で全国標準記録突破者がいない場合 

○ａ訂正プログラムを１部作成 

○ｂ成績一覧表（予選・準決勝・決勝・リレー・フィールド記録用紙・混成競技記録用紙）を 

２部作成 

・大会事務局に○ｂ成績一覧表を１部送付する（釧路市立景雲中学校） 

・北海道中学校体育連盟陸上競技専門委員長に○ａ○ｂ各１部送付する（札幌市立光陽中学校） 

②四種競技で全国標準記録突破者がいた場合 

○ａ訂正プログラムを２部作成（コピー可） 

○ｂ成績一覧表（予選・準決勝・決勝・リレー・フィールド記録用紙・混成競技記録用紙）を 

３部作成 

・大会事務局に○ｂ成績一覧表を１部送付する（釧路市立景雲中学校） 

・北海道中学校体育連盟陸上競技専門委員長に○ａ○ｂ各２部送付する（札幌市立光陽中学校） 

（２）全日本通信陸上競技大会北海道大会開催（10会場）の主管中体連（地区中体連陸上競技専門委員

長）が作成し、提出するもの。 

①訂正プログラムを２部作成（コピー可） 

②成績一覧表（予選・準決勝・決勝・リレー・フィールド記録用紙・混成競技記録用紙）を３部

作成 

・大会事務局に②成績一覧表を１部送付する（釧路市立景雲中学校） 

・北海道中学校体育連盟陸上競技専門委員長に①②各２部送付する（札幌市立光陽中学校） 

（３）参加選手のアスリートビブスは大会事務局で用意する。 

（走高跳・棒高跳・走幅跳の出場者は、胸または背につけるだけでよい）。 

【書類郵送先】 〒０８５－００５６  釧路市東川町１６番１号 

釧路市立景雲中学校  本田  貢 宛 

           TEL  0154－23－6191  FAX 0154－23－6192  

【データ送信先】 Kushiro_chutairen@yahoo.co.jp 

【参加料振込先】 銀 行 名 釧路信用金庫 愛国支店 普通預金 

         口座番号 １２５７６６２  

         口 座 名 北海道中学校陸上競技大会 実行委員長 土江田 亮一 

             （ホッカイドウチュウガッコウ リクジョウキョウギタイカイ 

                          ジッコウイインチョウ ドエダリョウイチ）  

http://kushirorikujo.com/index.html
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（４）テント位置の割り当ては、地区中体連ごとに表示する。 

（５）監督会議は開催しないので、要項と各地区中体連事務局（地区中体連陸上競技専門委員長）から

の連絡を承知の上、参加生徒に徹底すること。 

※開会式前日に専門委員長会議を開催する。委員長（含む代理）は必ず出席し、決定事項を参加

各校に早急に伝達すること。 

（６）各地区参加校監督の中から割り当てられた人数の審判を派遣する。 

参加校監督・引率者は各地区中体連陸上競技専門委員長に審判の可否を報告すること。 

※各地区中体連陸上競技専門委員長は大会参加申し込みと同時に審判員名簿を提出する。 

（７）関連情報を陸上競技専門委員会ＨＰ(http://hokkaido-rikkyo.jp/do/)で随時掲載する。 

 （８）個人名の外字対応については、可能な限り行うが、システム的に困難な場合もある。 

18 第５０回全日本中学校陸上競技選手権大会への参加について 

（１）会  場 愛媛県総合運動公園陸上競技場 

（２）会  期 令和５年８月２２日（火）～２５日（金） 

（３）参加資格 等 

①第５４回北海道中学校陸上競技大会において参加標準記録に到達した者。 

ただし、リレー（男女）においては、同大会において優勝した学校。 

②第６９回全日本中学校通信陸上競技北海道大会（１０会場）において参加標準記録に到達した

者。 

③各地区中体連大会(公認大会)において、四種競技の参加標準記録に到達した者。 

④全国大会参加の際、宿泊については、実行委員会より斡旋された宿舎を必ず利用すること。 

    ⑤大会要項、申込書類等については、陸上競技専門委員会ＨＰよりダウンロードすること。 

（４）申込〆切 令和５年７月２８日（金）１２:００（必着厳守） 

※ 各参加校は「全日本中学校陸上競技選手権大会参加申込書（様式Ｂ－１・Ｂ－２）に選手名・

記録等を記入せず、公印（当該学校長の印）を押印の上、持参すること。 

（５）申 込 先 

 

 

 

 

 

 

19 第５０回全日本中学校陸上競技選手権大会標準記録（案）（追い風参考記録は対象としない） 

男 子（１３種目） 女 子（１０種目） 

種  目 写 真 判 定 種  目 写 真 判 定 

１００ｍ １１”２０ １００ｍ １２“５３ 

２００ｍ ２２”７５ ２００ｍ ２５”８０ 

４００ｍ ５１”６０ ４００ｍ － 

８００ｍ ２‘００“５０ ８００ｍ ２’１６”５０ 

１５００ｍ ４’０８”５０ １５００ｍ ４’３８”００ 

３０００ｍ ８’５７”００ ３０００ｍ － 

１１０ｍＨ １５”００ １００ｍＨ １４“８０ 

走 高 跳 １ｍ８５ 走 高 跳 １ｍ６０ 

棒 高 跳 ４ｍ００ 棒 高 跳 － 

走 幅 跳 ６ｍ５５ 走 幅 跳 ５ｍ４５ 

砲 丸 投 １３ｍ００ 砲 丸 投 １２ｍ５０ 

四種競技 ２５００点（電気計時） 四種競技 ２６３０点（電気計時） 

４×１００ｍＲ 各都道府県１チーム 

（学校単独チーム） 

４×１００ｍＲ 各都道府県１チーム 

（学校単独チーム） 

 

〒001－0904 

札幌市北区新琴似 4条 11丁目 7－1 

札幌市立光陽中学校 

佐 藤 光 司 

TEL011-763-0066 FAX011-763-0192 
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20 個人情報の取り扱い 

（１）大会参加者の氏名・所属・学年はプログラム、掲示板、ホームページ及び記録集「闘志と栄光の

軌跡」へ掲載するために利用する。 

（２）選手の大会成績はホームページ及び記録集「闘志と栄光の軌跡」へ記載するために利用する。 

（３）選手の写真は、記録集「闘志と栄光の軌跡」へ掲載するために利用する。 

（４）選手の生年月日は、年齢を確認するために利用する。 

（５）引率者または監督の連絡先は大会運営のため、緊急を要する場合に利用する。 

（６）選手の予選会の競技記録は、ランキング表作成及び番組編成のために利用する。 

 

 

21 新型コロナウイルス感染症の感染拡大予防について 

（１）参加者は、「北海道中学校体育大会におけるインフルエンザ・新型コロナウイルス感染症等に関わ

る大会参加等についての基本的な考え方について」を遵守し、大会に参加すること。 

(２) 今後、インフルエンザ・新型コロナウイルス感染症等の感染拡大によって、国や北海道などから

大会開催についての指導・助言があった場合や、開催自治体などが当該地域において大会を開催

することが難しいと判断した場合は、主催団体において大会の開催について改めて協議する。 

 


